
航

空

　 
フ
ィ
リ
ピ
ン
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
（
少

飛
十
五
期
）
　 

香
川
県
　
井
上
幸
男
　 

―
井
上
さ
ん
は
、
陸
軍
の
少
年
飛
行
兵
学
校
出
身
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
卒
業
後
の
戦
場
は
何
処
で
し
た
か
。

私
は
昭
和
三
年
二
月
二
十
八
日
に
、
現
在
の
香
川
県
大
川
郡

志
度
町
鴨
部
で
生
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
頃
に
な
る
と
戦
局

は
急
を
告
げ
、
学
徒
動
員
令
は
出
る
。
我
々
も
、
国
の
た
め
に

と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、
旧
制
の
中
学
校
を
卒
業
し
、
徴
兵
検

査
を
受
け
た
り
、
陸
士
、
海
兵
な
ど
へ
入
学
す
る
よ
り
も
、
少

年
飛
行
兵
へ
の
道
を
選
ぼ
う
と
し
た
の
で
す
。

陸
軍
少
年
飛
行
兵
学
校
の
本
校
は
、
東
京
の
村
山
に
あ
っ
た

が
、
私
は
滋
賀
県
大
津
の
学
校
へ
入
校
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

入
っ
た
ら
直
ぐ
ス
パ
ル
タ
教
育
を
受
け
、
次
に
検
査
が
あ
り
、

適
性
に
よ
っ
て
、
通
信
、
操
縦
、
整
備
（
戦
闘
、
爆
撃
）
に
分

け
ら
れ
た
。

私
よ
り
若
年
の
者
は
大
津
に
残
っ
た
が
、
私
は
昭
和
十
八
年

十
月
に
、
岐
阜
県
各
務
原
の
岐
阜
陸
軍
航
空
整
備
学
校
へ
入
校

し
た
。
熊
谷
は
操
縦
、
所
沢
は
整
備
（
爆
撃
）
で
す
。
私
は
整

備
で
も
戦
闘
機
だ
っ
た
。

教
育
は
、
陸
軍
軍
人
の
卵
と
し
て
の
基
礎
教
育
で
、
陸
軍
生

徒
の
身
分
で
半
年
。
で
す
か
ら
、
こ
の
期
間
は
準
軍
人
で
軍
歴

に
入
ら
な
い
。
昭
和
十
九
年
四
月
、
上
等
兵
と
な
り
、
そ
こ
で

初
め
て
陸
軍
飛
行
兵
と
な
る
。
生
徒
の
場
合
は
学
業
を
止
め
て

家
へ
帰
れ
る
が
、
兵
（
軍
人
）
に
な
れ
ば
営
倉
に
入
れ
ら
れ
罰



を
受
け
る
。

六
月
か
ら
九
月
ま
で
は
、
陸
軍
航
空
発
祥
の
地
で
あ
る
明
野

（
三
重
県
）
で
実
戦
部
隊
の
実
地
訓
練
に
参
加
す
る
。
機
種
は
、

当
時
の
最
新
鋭
機
の
キ
―
八
四
（
疾
風
）
で
、
そ
の
機
付
に
な

っ
た
。
九
月
の
末
に
卒
業
、
岐
阜
へ
帰
り
、
さ
ら
に
ま
た
明
野

の
戦
闘
機
部
隊
へ
配
属
さ
れ
た
の
で
す
。

―
話
が
中
途
に
な
る
が
、
陸
軍
戦
闘
機
隊
の
総
本
山
と
い
わ

れ
た
明
野
陸
軍
飛
行
学
校
の
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
い
。

明
野
陸
軍
飛
行
学
校
史
に
よ
る
と
、
大
正
九
年
四
月
に
開
校

さ
れ
た
。
そ
の
時
は
、
将
校
一
二
名
、
雇
員
、
看
護
卒
、
職
工

等
二
五
名
、
総
数
三
七
名
だ
っ
た
と
あ
り
、
五
月
一
日
か
ら
将

校
学
生
な
ど
が
入
校
し
た
が
、
五
月
十
五
日
に
は
、
学
生
生
徒

の
滝
川
中
尉
が
墜
落
殉
職
し
て
い
る
。

昭
和
六
年
十
月
に
は
、
日
本
初
飛
行
に
成
功
し
た
徳
川
好
敏

少
将
（
男
爵
）
が
明
野
陸
軍
飛
行
学
校
長
に
補
せ
ら
れ
た
。
そ

の
時
は
も
う
満
州
事
変
が
勃
発
し
て
い
て
、
学
校
も
ま
す
ま
す

充
実
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
昭
和
十
四
年
に
は
、
陸
軍
気

象
部
明
野
観
測
所
設
立
、
支
那
事
変
勃
発
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

入
校
生
も
だ
ん
だ
ん
多
く
な
っ
て
い
る
。

昭
和
十
六
年
に
な
る
と
、
戦
闘
機
六
四
機
に
よ
る
連
合
特
殊

演
習
が
、
杉
山
元
参
謀
総
長
以
下
見
学
の
も
と
に
実
施
さ
れ
、

大
東
亜
戦
開
戦
と
同
時
に
防
空
準
備
が
下
令
。
昭
和
十
七
年
以

降
は
学
生
も
多
く
、
訓
練
も
激
し
さ
を
増
し
た
模
様
で
、
墜
落

殉
職
者
も
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

年
表
の
昭
和
十
九
年
十
月
十
二
日
欄
に
は
、

『
一
九
年
軍
令
陸
甲
第
一
三
六
号
及
陸
亜
機
密
第
五
九
四
号

に
基
き
、
第
三
〇
戦
闘
飛
行
集
団
司
令
部
及
飛
行
第
二
〇
〇

戦
隊
の
臨
時
編
成
を
当
教
導
飛
行
師
団
に
下
令
に
な
り
翌
十

三
日
完
結
す
。

明
野
教
導
飛
行
師
団
長
陸
軍
少
将
青
木
武
三

補
第
三
〇
戦
闘
飛
行
集
団
長

陸
軍
航
空
基
地
審
査
部
部
員
陸
軍
大
佐
今
川
一
策

補
明
野
教
導
飛
行
師
団
長
代
理
を
命
ず

十
月
十
三
日
　
第
三
〇
戦
闘
飛
行
集
団
及
飛
行
第
二
〇
〇

戦
隊
の
出
陣
式
を
十
一
時
挙
行
し
、
教
導
航
空
軍
司
令
官
陸

軍
中
将
菅
原
道
太
閣
下
の
訓
示
を
受
く
』

と
記
さ
れ
て
い
る
。

私
の
時
、
岐
阜
陸
軍
航
空
整
備
学
校
の
卒
業
生
は
第
一
中
隊



か
ら
第
六
中
隊
ま
で
で
、
約
一
、
八
〇
〇
名
。
私
た
ち
は
本
家

の
明
野
に
訓
練
に
行
っ
て
、
キ
―
八
四
戦
闘
機
（
疾
風
）
の
専

属
整
備
を
し
て
い
た
。

明
野
飛
行
学
校
の
年
表
に
書
い
て
あ
る
よ
う
に
、
我
々
の
第

二
〇
〇
戦
隊
は
十
月
十
二
日
に
、
明
野
飛
行
師
団
で
編
成
さ
れ

た
。
私
は
第
一
中
隊
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
出
陣
式
の
写
真
も

持
っ
て
い
る
が
、
十
七
歳
の
秋
だ
っ
た
。
出
陣
式
は
十
三
日
と

あ
る
が
、
十
五
日
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
第
二
〇
〇
戦
隊
長

は
高
橋
武
中
佐
で
あ
っ
た
が
、
後
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
戦
死
さ
れ

て
い
る
。

―
い
よ
い
よ
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
の
出
陣
と
な
り
、
井
上
さ

ん
も
激
戦
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す

が
、
戦
隊
概
史
を
少
し
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。

〔
飛
行
第
二
〇
〇
戦
隊
概
史
〕

『
昭
和
十
九
年
十
月
十
二
日
明
野
教
導
飛
行
師
団
で
編
成

さ
れ
、
飛
行
機
、
操
縦
者
は
通
常
の
二
個
戦
隊
分
（
八
〇
機
）

を
配
当
し
、
六
個
中
隊
編
成
と
い
う
特
異
な
戦
闘
隊
で
あ
っ

た
。戦
隊
長
に
は
元
二
四
戦
隊
長
の
高
橋
武
中
佐
が
、
副
戦
隊

長
に
は
、
二
五
戦
隊
長
と
し
て
中
国
戦
線
で
、
名
声
を
は
せ

た
坂
川
敏
雄
少
佐
が
任
命
さ
れ
た
。
明
野
の
精
鋭
を
す
ぐ
っ

た
決
戦
部
隊
と
期
待
さ
れ
、
飛
行
機
（
四
式
戦
）
も
最
優
先

で
供
給
さ
れ
た
が
、
中
隊
長
六
名
の
う
ち
三
名
は
他
機
種
か

ら
の
転
科
者
で
あ
っ
た
。
若
干
の
幹
部
を
除
い
て
実
戦
経
験

者
は
少
な
く
、
少
飛
一
三
期
生
、
明
野
（
乙
）
課
程
を
終
っ

た
ば
か
り
の
航
空
士
官
学
校
五
七
期
生
の
未
熟
者
も
相
当
ふ

く
ま
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
編
成
直
後
に
米
軍
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
進
攻
が
開
始
さ
れ
、
四
式
戦
の
未
修
教
育
を
終
る
の
が
や

っ
と
で
、
戦
隊
と
し
て
の
、
訓
練
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い

な
い
ま
ま
比
島
進
出
を
下
令
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
戦
隊
の
半
分
（
第
一
～
四
中
隊
）
を
先
行
さ
せ

る
こ
と
と
な
り
、
十
月
二
一
日
高
橋
戦
隊
長
は
約
五
〇
機
を

率
い
て
明
野
を
出
発
し
た
が
、
テ
ス
ト
飛
行
を
省
略
し
た
た

め
、
離
陸
直
後
に
戻
る
機
も
あ
り
、
航
空
総
攻
撃
の
前
日
に

当
た
る
二
三
日
ル
ソ
ン
島
の
ポ
ー
ラ
ッ
ク
基
地
に
到
着
し
た

の
は
、
一
二
機
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
翌
二
四
日
三
五
機
が
追

及
し
て
き
た
の
で
、
二
五
日
午
后
、
戦
隊
主
力
は
ネ
グ
ロ
ス

島
サ
ラ
ビ
ア
基
地
に
前
進
し
、
第
三
〇
戦
闘
飛
行
集
団
長
の



指
揮
下
に
入
っ
た
。
な
お
後
発
隊
（
第
五
、
六
中
隊
）
は
坂

川
少
佐
が
率
い
て
、
一
〇
月
三
〇
日
に
二
一
機
で
ク
ラ
ー
ク

飛
行
場
に
到
着
、
主
力
に
追
及
し
て
サ
ラ
ビ
ア
へ
前
進
し

た
』

。

概
史
に
書
か
れ
た
よ
う
に
、
十
月
二
十
一
日
、
戦
闘
隊
長
は

五
〇
機
を
率
い
て
ル
ソ
ン
島
へ
向
か
っ
て
出
陣
し
た
。
戦
闘
機

は
一
人
乗
り
な
の
で
、
整
備
な
ど
は
爆
撃
機
に
乗
っ
て
付
い
て

い
く
。
戦
闘
機
隊
は
十
月
二
十
三
日
、
比
島
の
レ
イ
テ
総
攻
撃

の
前
日
に
行
っ
た
。
ル
ソ
ン
の
ポ
ー
ラ
ッ
ク
基
地
に
着
い
た
の

は
概
史
に
あ
る
よ
う
に
一
二
機
だ
け
だ
っ
た
。

戦
闘
機
地
上
整
備
で
あ
る
私
等
は
、
二
十
三
日
明
野
を
出
発

し
た
。
宮
崎
の
新
田
原
を
出
て
台
湾
―
ル
ソ
ン
の
ポ
ー
ラ
ッ
ク

基
地
に
着
い
た
。
内
地
か
ら
は
先
ず
こ
の
後
方
基
地
に
着
い
て

か
ら
後
に
、
前
進
基
地
へ
行
く
の
だ
が
、
私
た
ち
は
二
十
六
日

着
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

戦
隊
主
力
は
、
ネ
グ
ロ
ス
島
の
サ
ラ
ビ
ア
基
地
に
前
進
、
私

は
二
十
七
日
に
着
い
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
私
た
ち
地
上
整
備

隊
は
九
七
式
重
爆
撃
機
で
行
く
の
で
遅
れ
る
。
戦
闘
機
隊
は
先

に
行
く
。
前
進
基
地
に
は
他
の
第
五
十
六
、
七
十
一
戦
隊
が
い

て
、
隼
な
ど
の
整
備
員
も
い
た
。

第
四
航
空
軍
の
富
永
司
令
官
は
、
第
二
〇
〇
戦
隊
に
は
大
き

な
期
待
を
か
け
、
サ
ラ
ビ
ア
基
地
で
「
皇
戦
隊
」
と
命
名
し
た
。

戦
隊
は
二
十
七
日
、
レ
イ
テ
作
戦
に
出
陣
し
た
。

〔
概
史
〕
を
読
む
。

『
富
永
第
四
航
軍
司
令
官
は
、
二
〇
〇
戦
隊
の
戦
力
（
最

新
式
戦
闘
機
疾
風
）
に
大
き
な
期
待
を
か
け
、
み
ず
か
ら「
皇

（
す
め
ら
）
戦
隊
」
と
命
名
し
た
が
、
一
〇
月
二
六
日
以
降

レ
イ
テ
湾
制
空
を
中
心
と
す
る
戦
隊
の
実
績
は
、
必
ず
し
も

期
待
に
沿
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
四
式
戦
の
故
障
続
発
と

飛
行
場
不
良
に
よ
る
事
故
機
が
多
く
、
一
〇
月
末
ま
で
に
撃

墜
七
に
対
し
、
宮
丸
大
尉
以
下
老
練
者
を
ふ
く
む
一
一
機
が
、

自
爆
未
帰
還
と
な
り
、
可
動
機
は
九
機
に
す
ぎ
な
い
情
況
で

あ
っ
た
。
戦
隊
は
ネ
グ
ロ
ス
島
に
展
開
し
た
二
二
戦
隊
と
合

同
し
て
、
レ
イ
テ
制
空
、
タ
弾
に
よ
る
タ
ク
ロ
バ
ン
飛
行
場

の
夜
襲
、
バ
コ
ロ
ド
地
区
の
防
空
戦
闘
等
に
当
っ
た
が
、
兵

力
の
減
少
の
た
め
点
滴
用
法
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
戦
果
が

上
が
ら
な
い
割
に
損
害
は
大
き
か
っ
た
。

一
一
月
一
日
か
ら
二
三
日
ま
で
の
損
害
は
、
自
爆
未
帰
還



一
九
機
、
大
破
炎
上
三
五
機
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

一
一
月
一
日
第
一
師
団
（
玉
兵
団
―
満
州
よ
り
）
の
船
団
輸

送
援
護
の
際
、
単
機
よ
く
Ｐ38

型
二
機
を
鮮
や
か
に
撃
墜
し

た
吉
良
准
尉
や
、
一
一
月
五
日
バ
コ
ロ
ド
地
区
の
迎
撃
戦
で

Ｂ24

を
撃
墜
後
、
右
腕
に
重
傷
を
負
い
な
が
ら
着
陸
し
た
森

田
軍
曹
（
感
状
授
与
）
の
よ
う
な
例
も
あ
っ
た
。

一
二
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
七
日
オ
ル
モ
ッ
ク
湾
に
進
入

し
た
米
艦
船
の
攻
撃
、
一
一
日
に
は
第
九
次
レ
イ
テ
向
け
船

団
掩
護
等
に
出
動
し
た
が
、
連
日
の
空
襲
で
サ
ラ
ビ
ア
基
地

は
穴
だ
ら
け
に
な
り
、
一
四
日
ミ
ン
ド
ロ
島
上
陸
に
向
か
う

米
の
大
船
団
を
攻
撃
す
べ
く
、
四
式
戦
一
五
機
が
爆
装
し
て

待
機
し
た
が
、
最
初
に
滑
走
し
た
一
機
が
、
爆
弾
孔
に
ひ
っ

か
け
て
離
陸
に
失
敗
し
た
の
で
、
出
撃
不
可
能
と
判
断
さ
れ

て
中
止
と
な
っ
た
』

皇
戦
隊
と
命
名
し
て
激
励
し
た
富
永
司
令
官
は
後
に
台
湾
へ

行
っ
て
し
ま
っ
た
（
敵
前
逃
亡
と
問
題
に
な
り
予
備
役
と
な

る
）

。

概
史
に
も
記
し
て
あ
る
が
、
戦
闘
機
は
レ
イ
テ
作
戦
で
ほ
と

ん
ど
全
滅
し
て
し
ま
い
。
我
々
地
上
勤
務
者
は
前
進
基
地
に
残

さ
れ
た
ま
ま
、
戦
闘
機
の
残
部
は
ル
ソ
ン
島
の
後
方
基
地
へ
引

き
あ
げ
て
し
ま
っ
た
。
空
中
勤
務
者
は
引
き
あ
げ
る
が
、
地
上

勤
務
者
は
残
さ
れ
る
。
こ
れ
が
本
来
の
姿
で
哀
れ
な
も
の
で
あ

る
。ネ
グ
ロ
ス
島
に
は
、
マ
ナ
プ
ラ
、
シ
ラ
イ
、
フ
ァ
プ
リ
カ
、

サ
ラ
ビ
ア
等
と
、
秘
密
飛
行
場
の
タ
ン
ザ
な
ど
八
つ
ぐ
ら
い
あ

っ
た
が
、
サ
ラ
ビ
ア
飛
行
場
が
空
襲
で
や
ら
れ
、
タ
ン
ザ
に
移

っ
た
。
昭
和
二
十
年
一
月
の
ル
ソ
ン
島
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
の
米
軍
上
陸

の
時
は
、
私
た
ち
地
上
勤
務
者
は
ネ
グ
ロ
ス
島
残
置
の
ま
ま
だ

っ
た
が
、
ひ
ど
か
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
で
、
苦
労
の
連
続
だ
が
、

戦
隊
の
ル
ソ
ン
引
き
上
げ
以
降
の
概
史
を
読
ん
で
み
る
。

『
一
二
月
中
旬
か
ら
、
戦
隊
主
力
は
逐
次
ネ
グ
ロ
ス
島
の

使
用
を
断
念
し
て
、
ル
ソ
ン
島
の
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト
東
飛
行
場

に
後
退
し
、
未
配
分
の
四
式
戦
約
三
〇
機
を
取
得
し
て
戦
力

回
復
に
入
っ
た
が
、
連
日
の
よ
う
に
米
機
の
来
襲
が
あ
っ
て

迎
撃
に
追
わ
れ
、
次
々
と
消
耗
を
重
ね
た
。
二
〇
年
一
月
九

日
、
米
軍
は
大
挙
し
て
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
上
陸
し
て
き
た
。

戦
隊
は
残
存
機
を
も
っ
て
米
艦
船
に
特
攻
を
加
え
、
可
動



機
は
皆
無
と
な
っ
た
の
で
、
一
三
日
の
西
哲
雄
中
尉
と
梶
田

七
之
助
軍
曹
の
突
入
を
最
後
に
、
北
部
ル
ソ
ン
の
エ
チ
ャ
ゲ

へ
後
退
す
る
こ
と
と
な
り
、
生
き
残
り
操
縦
者
と
地
上
勤
務

者
は
行
軍
で
、
エ
チ
ャ
ゲ
（
約
三
五
〇
キ
ロ
）
へ
向
か
っ
た

が
、
一
三
日
朝
、
双
発
高
練
（
高
等
練
習
機
）
に
搭
乗
し
て

出
発
し
た
高
橋
戦
隊
長
と
津
崎
七
二
戦
隊
長
は
、
行
方
不
明

に
な
り
、
途
中
米
軍
機
に
撃
墜
さ
れ
た
も
の
と
判
定
さ
れ
た
。

つ
い
で
、
空
中
勤
務
者
は
ツ
ゲ
ガ
ラ
オ
を
経
て
、
台
湾
へ

脱
出
し
た
が
、
二
月
中
旬
ま
で
に
後
退
に
成
功
し
た
の
は
、

深
見
大
尉
以
下
十
三
名
に
す
ぎ
ず
、
第
二
〇
〇
戦
闘
隊
は
五

月
三
十
日
付
で
解
散
さ
れ
た
。
な
お
、
地
上
勤
務
者
の
大
部

の
一
九
四
名
は
、

カ
ガ
ヤ
ン
河
谷
に
わ
た
る
山
中
を
移
行
し
、

■
原
大
尉
以
下
約
一
〇
〇
名
が
臨
時
歩
兵
第
二
五
大
隊
に
編

入
さ
れ
て
、
地
上
戦
闘
に
従
事
し
た
。

ま
た
、
ネ
グ
ロ
ス
島
残
置
隊
（
長
・
長
沢
中
尉
）
の
一
三

四
人
は
、
サ
ラ
ビ
ア
か
ら
シ
ラ
イ
に
移
り
、
さ
ら
に
山
中
の

ゲ
リ
ラ
戦
に
移
行
し
て
、
終
戦
の
日
を
迎
え
た
。

戦
隊
の
総
員
五
一
三
人
の
う
ち
、
生
還
者
は
一
三
六
人
と

記
録
さ
れ
て
い
る
。

』

今
読
ん
だ
よ
う
に
、
ル
ソ
ン
へ
移
っ
た
戦
隊
主
力
も
戦
隊
長

戦
死
と
い
う
よ
う
に
戦
力
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
、
結
局
解
散

し
、
臨
時
歩
兵
大
隊
に
編
入
さ
れ
、
地
上
戦
と
飢
餓
と
の
戦
い

で
終
戦
を
迎
え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

我
々
残
置
隊
（
一
三
四
人
）
も
苦
労
の
連
続
だ
っ
た
。
私
も

戦
史
を
作
る
の
に
資
料
を
提
出
、
作
成
に
協
力
し
た
の
で
、
仲

間
の
戦
死
者
の
名
前
は
判
る
。

我
々
の
基
地
も
艦
砲
射
撃
を
受
け
、
二
五
キ
ロ
も
退
却
し
た

り
、
そ
の
間
、
地
雷
を
背
負
っ
て
戦
車
に
肉
迫
攻
撃
に
も
い
っ

た
。
シ
ラ
イ
の
街
へ
移
っ
て
か
ら
も
タ
ン
ザ
の
砂
糖
黍
畑
の
中

に
い
た
り
し
た
。
取
り
残
さ
れ
た
サ
ラ
ビ
ア
の
残
置
隊
の
戦
闘

記
を
長
沢
勲
三
隊
長
と
長
野
武
彦
准
尉
が
書
い
た
概
史
〝
「
サ

ラ
ビ
ア
」
残
置
隊
〟
を
拾
い
読
み
し
て
み
る
。

『
昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日
「
ネ
グ
ロ
ス
」
の
第
一

線
に
真
夜
中
の
二
十
三
時
輸
送
機
に
よ
り
着
陸
。
先
発
の
整

備
員
（
我
々
）
は
仮
眠
す
る
時
間
も
な
く
作
戦
機
の
整
備
に

故
障
或
は
受
弾
機
の
修
理
に
不
眠
不
休
の
連
日
で
あ
っ
た
。

翌
十
時
頃
Ｂ24

の
大
編
隊
の
爆
撃
を
う
け
想
像
以
上
の
大

き
な
爆
弾
痕
が
到
る
処
に
あ
け
ら
れ
、
そ
の
激
し
さ
を
見
せ



つ
け
ら
れ
た
。
爆
撃
機
は
定
期
便
の
ご
と
く
来
襲
し
整
備
作

業
も
意
の
如
く
進
展
し
な
か
っ
た
。
十
一
月
二
十
四
日
河
野

大
尉
の
戦
死
に
よ
り
当
初
の
中
隊
長
四
名
戦
死
、

二
名
入
院
、

操
縦
者
も
出
動
の
度
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。

米
軍
の
ミ
ン
ド
ロ
島
上
陸
後
、
戦
隊
主
力
は
ル
ソ
ン
本
島

に
撤
退
す
る
こ
と
と
な
り
長
沢
中
尉
以
下
一
五
八
名
は
残
置

隊
と
し
て
編
成
さ
れ
た
。（
制
空
権
は
無
く
な
り
、
我
々
の

救
出
は
不
能
と
な
っ
た
の
で
、
米
軍
の
上
陸
防
禦
に
そ
な
え

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
）
一
月
「
ル
ソ
ン
本
島
」
で
も
米

上
陸
軍
と
交
戦
状
態
に
入
り
吾
々
残
置
隊
も
地
上
戦
闘
に
全

力
を
傾
注
す
べ
く
遊
撃
隊
訓
練
開
始
。
小
銃
、
機
関
銃
、
擲

弾
筒
の
訓
練
を
始
め
た
。

二
月
二
十
六
日
「
エ
ス
タ
キ
オ
」
に
転
進
。
こ
の
頃
か
ら

米
軍
の
空
襲
が
激
し
く
な
っ
た
。
空
襲
の
合
間
を
見
て
荒
神

山
に
資
材
等
を
搬
入
陣
地
構
築
、
設
営
を
実
施
し
米
軍
の
上

陸
に
備
え
た
。

三
月
下
旬
突
如
と
し
て
「
ネ
グ
ロ
ス
」「
バ
ナ
イ
」
島
間

の
海
上
に
米
艦
船
群
来
攻
、
海
上
は
艦
船
群
で
掩
い
か
く
さ

れ
た
感
が
あ
っ
た
。
上
空
は
戦
闘
機
、
爆
撃
機
が
終
日
昼
夜

の
別
な
く
制
空
爆
撃
が
始
ま
り
又
艦
砲
射
撃
は
間
断
な
く
砲

弾
の
雨
を
降
ら
せ
、
吾
々
は
地
上
兵
団
の
山
地
撤
退
を
掩
護

す
べ
く
「
シ
ラ
イ
」
地
区
の
陣
地
展
開
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
…
…
』

前
に
申
し
た
こ
と
と
重
複
す
る
が
、
三
月
二
十
日
、
シ
ラ
イ

の
町
の
橋
を
工
兵
隊
が
爆
破
し
、
私
等
は
そ
の
前
に
傘
型
地
雷

（
二
五
キ
ロ
）
を
背
負
い
、
戦
車
に
肉
迫
攻
撃
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

部
隊
は
海
岸
線
の
「
ト
ー
チ
カ
」
と
そ
の
後
方
に
設
置
し
た
陣

地
に
拠
っ
て
、
米
軍
の
攻
撃
に
耐
え
て
い
て
、
少
飛
同
期
の
景

山
が
艦
砲
射
撃
で
戦
死
第
一
号
と
な
り
、
十
数
名
の
戦
死
者
も

出
し
た
。
我
々
は
肉
迫
攻
撃
班
二
〇
名
を
編
成
し
、
全
員
死
を

決
し
て
任
務
に
つ
い
た
。

し
か
し
、
艦
砲
射
撃
は
ま
す
ま
す
活
発
に
な
り
、
二
十
七
日

「
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
」
や
火
■
瓶
が
各
人
に
配
布
さ
れ
た
。
二
十

八
日
最
前
線
の
「
シ
ラ
イ
」
に
は
食
料
も
無
い
の
で
、
日
本
名

で
名
付
け
た
銀
波
構
（
名
は
東
海
道
膝
栗
毛
に
出
て
く
る
地
名

な
ど
を
つ
け
て
い
た
）
へ
、
食
糧
受
領
に
三
名
が
、
二
十
時
頃

出
発
し
た
。
ま
た
、
物
資
集
積
所
と
な
っ
て
い
る
羽
黒
台
の
今

井
部
隊
へ
手
榴
弾
一
五
〇
発
受
領
に
向
か
っ
た
。
途
中
大
雨
の

た
め
、
第
四
独
立
整
備
隊
に
一
泊
し
、
二
十
九
日
下
山
、「
シ



ラ
イ
の
町
を
確
保
せ
よ
」
と
の
命
令
の
た
め
、
食
料
・
手
榴
弾

を
持
て
る
だ
け
背
負
っ
て
「
シ
ラ
イ
」
へ
出
発
し
た
。

途
中
米
機
に
発
見
さ
れ
連
続
攻
撃
を
受
け
て
四
名
戦
死
、
二

名
負
傷
を
出
し
、

夜
に
な
っ
て
よ
う
や
く
陣
地
に
帰
っ
て
来
た
。

米
軍
は
早
朝
か
ら
猛
爆
撃
と
艦
砲
射
撃
に
掩
護
さ
れ
シ
ラ
イ

南
方
三
〇
キ
ロ
地
点
に
上
陸
し
、
正
午
頃
に
は
シ
ラ
イ
の
街
外

れ
ま
で
進
出
し
て
来
た
が
、
前
に
言
っ
た
よ
う
に
工
兵
隊
に
橋

を
爆
破
（
三
月
二
十
日
～
二
十
一
日
）
さ
せ
て
あ
っ
た
の
で
、

我
が
軍
は
高
射
砲
を
水
平
に
し
て
、
進
出
し
て
き
た
戦
車
に
一

斉
射
撃
を
し
て
撃
退
し
た
。

敵
は
四
月
二
日
夕
刻
「
タ
リ
サ
イ
」「
シ
ラ
イ
」
飛
行
場
に

突
入
し
て
来
て
、
迫
撃
砲
と
戦
車
砲
の
集
中
砲
撃
を
う
け
た
が

全
員
必
死
に
陣
地
を
死
守
し
た
。
陣
地
撤
収
の
命
令
が
き
た
の

は
夜
中
だ
っ
た
の
で
、
翌
未
明
、
軍
事
施
設
、
橋
梁
な
ど
を
爆

破
し
て
、
大
火
災
の
中
を
麓
ま
で
一
五
キ
ロ
、
河
の
中
を
腹
ま

で
水
に
つ
か
り
な
が
ら
引
き
上
げ
た
。
そ
の
途
中
夜
が
明
け
た

の
で
敵
の
■
戒
機
に
見
付
か
り
、
■
■
物
が
な
く
一
三
ミ
リ
の

機
銃
掃
射
を
浴
び
て
、
頭
を
射
た
れ
て
塩
田
・
森
兵
長
等
十
数

名
の
戦
死
者
を
出
し
た
。

そ
れ
か
ら
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
に
入
っ
て
、
夜
を
徹
し
て
陣
地

を
構
築
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
終
戦
ま
で
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
死

闘
の
連
続
と
な
っ
た
。
四
月
四
日
に
石
腸
台
、
荒
神
山
に
転
進

し
て
陣
地
構
築
を
し
、
二
十
六
日
、
天
長
節
を
期
し
て
斬
り
込

み
作
戦
打
合
せ
の
た
め
大
隊
本
部
に
集
合
し
た
と
こ
ろ
を
、
敵

に
無
線
傍
受
さ
れ
迫
撃
砲
の
集
中
射
撃
を
う
け
、
竹
内
少
佐
外

数
名
が
戦
死
し
た
。
隊
で
は
丸
山
、
江
口
伍
長
が
死
ん
だ
。
長

沢
隊
は
も
う
七
〇
人
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
た
。

四
月
二
十
九
日
（
天
長
節
）
長
沢
隊
は
主
力
を
も
っ
て
敵
陣

三
軒
家
付
近
に
斬
り
込
む
。
五
月
二
日
か
ら
昼
夜
の
別
な
く
敵

の
猛
攻
撃
を
受
け
、
五
月
十
日
の
海
軍
記
念
日
に
は
川
村
曹
長

以
下
が
切
り
込
ん
だ
り
、
三
峯
方
面
か
ら
攻
撃
を
開
始
し
銀
杏

台
に
転
進
し
た
。

六
月
二
十
四
日
「
ネ
グ
ロ
ス
島
」
の
東
北
端
に
生
存
者
五
〇

名
程
で
移
動
し
、
シ
ラ
ン
バ
ラ
ン
に
到
着
し
た
。
そ
の
間
、
設

営
班
、
救
護
班
は
本
隊
と
別
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
に
つ
い
た

が
、
消
息
は
全
く
不
明
と
な
っ
た
り
、
陣
地
構
築
中
物
凄
い
追

撃
砲
の
洗
礼
を
受
け
、
同
期
の
坂
田
が
戦
死
し
た
が
、
他
の
人

の
名
前
が
思
い
出
せ
な
い
。
そ
れ
程
の
激
戦
で
あ
っ
た
。



シ
ラ
ン
バ
ラ
ン
ま
で
は
、
途
中
動
物
も
通
れ
な
い
よ
う
な
急

峻
干
■
の
谷
、
急
流
を
、
■
・
被
服
・
武
器
を
背
負
い
、
隊
長

を
中
心
に
全
く
死
を
超
越
し
た
強
行
軍
で
二
週
間
頑
張
り
通
し

た
。
こ
の
二
週
間
で
多
数
の
戦
死
者
を
出
し
た
が
、
何
故
か
戦

火
の
激
し
さ
の
記
憶
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
各
部
隊
は
ほ

と
ん
ど
組
織
的
な
行
動
が
と
れ
な
い
情
況
だ
っ
た
が
、
残
置
隊

は
最
後
ま
で
団
結
し
て
行
動
し
た
。

再
び
転
進
し
て
七
月
二
日
「
マ
ナ
プ
ラ
」
付
近
で
自
活
態
勢

に
入
っ
て
ゲ
リ
ラ
戦
を
や
っ
て
い
た
。
七
月
十
三
日
頃
、
鈴
木

軍
曹
以
下
七
名
の
第
一
分
■
は
全
滅
し
た
。
私
は
第
二
分
■
で

三
名
で
守
っ
て
い
た
が
、
ゲ
リ
ラ
か
ら
二
、
三
発
射
ち
込
ま
れ

て
私
は
倒
れ
た
が
、
河
の
中
を
渡
っ
て
、
本
隊
に
通
報
し
た
。

八
月
十
七
日
宣
伝
ビ
ラ
に
よ
っ
て
日
本
軍
降
伏
と
察
知
し
た

が
、
信
頼
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
後
八
月
二
十
八
日
軍
使
が

来
て
、
軍
の
降
伏
命
令
を
受
け
た
。
我
が
隊
は
弓
削
部
隊
と
名

付
け
た
。
矢
は
放
れ
て
再
び
帰
ら
ず
と
い
う
こ
と
で
命
名
し
て
、

地
上
整
備
部
隊
だ
っ
た
が
、
他
兵
科
と
同
様
に
切
り
込
み
も
や

っ
た
。
ネ
グ
ロ
ス
の
マ
ン
ダ
ラ
ガ
ン
山
は
白
骨
街
道
と
い
わ
れ
て
い

た
が
、
部
隊
か
ら
離
れ
て
野
戦
病
院
へ
行
っ
た
人
も
い
る
。
そ

の
人
の
話
で
は
、
戦
病
死
者
の
死
体
が
累
々
と
し
て
い
て
正
に

白
骨
街
道
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
麓
に
は
温
泉
が
あ
り
、
寒
期
は

雪
が
降
っ
て
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
で
も
入
っ
た
こ
と
が
な
い

山
岳
地
帯
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
へ
の
米
軍
上
陸
以
来
、
戦
争
の
末
期
に
は
各
部

隊
の
ほ
と
ん
ど
が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
動
し
て
い
た
と
い
う
が
第
二

〇
〇
戦
隊
残
置
隊
長
沢
隊
は
、
前
に
も
言
っ
た
よ
う
に
最
後
ま

で
団
結
し
て
い
て
、
九
月
末
に
フ
ァ
ブ
リ
カ
で
投
降
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
ヵ
月
ぐ
ら
い
し
て
、
レ
イ
テ
島
の
タ
グ
ロ
パ
ン

へ
送
ら
れ
た
、
昭
和
二
十
一
年
十
二
月
帰
還
ま
で
俘
虜
生
活
を

し
て
、
十
二
月
十
五
日
名
古
屋
へ
入
港
、
復
員
し
、
十
八
日
に

帰
宅
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

人
間
の
若
い
時
の
苦
労
は
こ
と
ご
と
く
し
た
。
帰
還
後
マ
ラ

リ
ア
は
一
回
発
病
し
た
が
、
後
で
回
復
し
た
。
昭
和
十
九
年
十

一
月
末
、
サ
ラ
ビ
ア
飛
行
場
の
空
襲
の
爆
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ

肺
を
や
ら
れ
、
傷
病
者
と
な
っ
た
。
名
古
屋
で
は
復
員
の
時
、

傷
病
証
明
書
や
、
い
ろ
い
ろ
の
証
明
書
を
も
ら
っ
た
。
爆
風
で

口
か
ら
鼻
か
ら
血
を
吹
い
て
、
肺
が
損
傷
し
て
い
る
た
め
微
熱



が
出
た
の
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
軍
病
院
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮
っ

て
も
ら
い
、
そ
の
写
真
を
持
っ
て
帰
り
、
善
通
寺
の
病
院
に
送

っ
た
が
戦
傷
者
と
し
て
扱
っ
て
貰
え
な
か
っ
た
。

残
置
隊
、
長
沢
隊
長
は
東
京
に
、
長
野
准
尉
は
鹿
児
島
に
お

ら
れ
る
が
、「
戦
闘
記
」
の
最
後
に
「
将
校
、
下
士
官
、
兵
、

少
年
航
空
兵
、
そ
し
て
家
族
が
内
地
で
待
っ
て
い
る
軍
属
の
人

達
が
、

無
念
の
涙
を
流
し
な
が
ら
南
海
の
島
で
散
っ
た
こ
と
を
、

今
も
っ
て
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
れ
ら
の
多
く
の
人
達

の
冥
福
を
生
存
者
一
同
で
祈
念
す
る
次
第
で
す
」
と
結
ん
で
い

る
。―
今
ま
で
概
史
を
縦
糸
に
し
て
、
第
二
〇
〇
戦
隊
の
整
備
隊

の
こ
と
を
伺
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
井
上
さ
ん
が
現
在
で

も
強
く
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
、
断
片
的
で
も
結
構
で

す
か
ら
お
話
下
さ
い
。

本
来
な
ら
、
系
統
だ
っ
て
日
時
を
追
っ
て
話
を
す
れ
ば
い
い

の
だ
が
、
そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
話
し
て
み
ま
す
。

昭
和
十
九
年
の
十
一
月
頃
か
ら
、
操
縦
者
宿
舎
で
は
戦
死
者

が
日
毎
に
数
を
増
し
て
き
た
。
そ
の
名
前
を
見
る
た
び
に
手
を

合
わ
せ
無
念
の
涙
が
落
ち
た
。
特
に
森
田
軍
曹
の
面
影
が
眼
に

浮
か
ぶ
、
背
が
高
い
男
前
の
人
だ
っ
た
。

十
二
月
に
な
る
と
連
日
空
爆
が
あ
り
、
落
下
傘
爆
弾
の
投
下

も
多
く
な
っ
た
。
砂
糖
黍
畑
に
ひ
っ
か
か
っ
て
白
い
花
が
咲
い

て
い
る
よ
う
だ
が
、

時
限
装
置
が
あ
っ
て
間
断
な
く
爆
発
す
る
。

そ
の
頃
は
も
う
給
与
が
悪
く
、
そ
の
砂
糖
黍
を
■
ん
で
空
腹
を

し
の
い
で
い
た
。
昼
は
飛
行
機
の
整
備
、
修
理
を
空
襲
の
合
間

に
や
る
。
夜
は
着
剣
し
て
歩
■
と
な
っ
て
飛
行
場
の
警
備
を
し

て
い
た
。

昭
和
十
九
年
十
二
月
七
日
の
思
い
出
を
記
録
し
て
あ
る
が
、

タ
ン
ザ
基
地
で
は
眼
も
開
け
て
お
ら
れ
ぬ
ほ
ど
の
爆
撃
で
あ
っ

た
。
余
り
の
ひ
ど
さ
に
土
民
部
落
へ
逃
避
し
た
。
さ
ら
に
記
憶

に
よ
れ
ば
、
タ
ン
ザ
基
地
最
後
の
出
撃
は
二
機
だ
っ
た
、
そ
の

た
め
前
夜
よ
り
不
眠
不
休
で
整
備
を
し
た
。
特
攻
機
は
少
飛
十

三
期
小
池
伍
長
だ
っ
た
。
隊
史
に
よ
れ
ば
、

「
一
三
・
二
〇
Ｂ24

型
機
十
一
機
の
攻
撃
を
受
け
、
滑
走
路

に
一
〇
〇
発
の
被
弾
あ
り
し
も
人
員
器
材
異
状
な
し
。

」

昭
和
二
十
年
に
な
っ
て
山
中
に
陣
地
を
築
い
て
か
ら
だ
が
、

五
月
末
か
六
月
初
め
頃
だ
っ
た
か
。
食
糧
難
と
な
り
マ
ル
ゴ
川

を
渡
っ
て
自
活
食
糧
を
求
め
て
出
発
す
る
時
、
長
沢
中
隊
長
が



訓
示
を
し
た
。「
ゲ
リ
ラ
の
攻
撃
を
警
戒
せ
よ
…
…
な
ど
」
で

あ
っ
た
が
、
私
は
こ
の
時
銃
を
左
肩
に
か
け
て
い
て
「
ハ
イ
」

の
返
事
で
力
が
入
り
、
銃
の
引
金
に
指
が
か
か
っ
て
い
て
弾
が

飛
び
出
し
た
。
耳
鳴
り
が
し
ば
ら
く
続
い
た
の
だ
が
、
中
隊
長

は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
当
時
の
兵
力
は
三
〇
名
ぐ
ら
い
で
、

若
し
敵
に
発
見
さ
れ
た
ら
と
思
う
と
大
失
敗
で
あ
っ
た
。

病
死
さ
れ
た
先
輩
の
こ
と
だ
が
、
七
月
頃
マ
ラ
リ
ア
で
衰
弱

し
て
い
た
萩
原
久
雄
伍
長
の
顔
に
水
を
つ
け
な
が
ら
髭
を
剃
っ

て
あ
げ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
最
後
と
な
っ
て
翌
朝
死
亡
さ
れ

た
。
兄
と
も
慕
う
人
だ
っ
た
。

竹
政
岩
雄
曹
長
は
七
月
中
旬
、
ネ
グ
ロ
ス
で
マ
ラ
リ
ア
の
た

め
病
死
さ
れ
た
が
、
最
後
ま
で
世
話
を
し
死
水
を
と
っ
て
あ
げ

た
。
同
じ
第
一
小
隊
で
、
大
沢
小
隊
長
、
萩
原
伍
長
と
私
は
同

一
行
動
を
と
っ
て
い
た
の
で
、
今
で
も
哀
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

内
地
の
司
令
部
偵
察
機
隊
毎
日
が
命
が

け
　 

富
山
県
　
長
谷
川
光
勇
　 

―
長
谷
川
さ
ん
は
我
々
仲
間
で
は
若
い
部
類
に
入
る
の
で
し

ょ
う
が
、
何
年
生
ま
れ
で
、
勤
務
は
何
処
で
し
た
か
。

大
正
十
三
年
八
月
十
二
日
生
ま
れ
で
す
か
ら
徴
兵
な
ら
初
年

兵
と
い
う
と
こ
ろ
だ
が
、
私
は
滑
空
機
（
グ
ラ
イ
ダ
ー
）
の
逓

信
省
の
免
許
を
持
っ
て
い
た
。
昭
和
十
七
年
頃
は
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
草
分
け
で
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
熱
が
盛
ん
に
な
っ
た
。
兵
隊
へ
は

志
願
で
い
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
前
に
旧
制
中
学
校
で
グ
ラ
イ

ダ
ー
の
教
官
み
た
い
な
こ
と
も
や
っ
て
い
た
。
若
か
っ
た
が
グ

ラ
イ
ダ
ー
免
許
を
持
っ
て
い
る
者
は
少
な
か
っ
た
で
す
か
ら
。

グ
ラ
イ
ダ
ー
免
許
と
い
う
の
は
、
今
も
言
っ
た
よ
う
に
逓
信

省
（
今
は
郵
政
省
）
の
管
轄
で
、
民
間
人
の
航
空
養
成
所
が
、

各
地
方
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
六
ヵ
所
ぐ
ら
い
あ
っ
た
と
思
う
。
私

は
富
山
県
だ
か
ら
新
潟
の
養
成
所
へ
行
っ
た
。
そ
う
い
う
人
た




